
小樽別院ホームページ　http://www.otaru-betsuin.com/

5月20日㈰は月忌参詣をお休みさせていただきますので
どうぞお寺にお参りください

宗
しゅう

祖
そ

親
しん

鸞
らん

聖
しょう

人
にん

降
ごう

誕
たん

会
え

5月20日㈰
【催し物】10時より 本堂・会館にて
【法　要】13時30分より 本堂にて
※降誕会は親鸞聖人のご誕生を祝う法要です

おたる西別院だより
季刊 第124号
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降誕会の出展作品
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餅つき

降ご
う

誕た
ん

会え

宗
祖
親
鸞
聖
人

・
日
　
時	
五
月
二
十
日（
日
）	

	
法
要
：
午
後
一
時
三
十
分	

	
催
し
：
午
前
十
時
か
ら

・
場
　
所	

小
樽
別
院
本
堂

・
ご
法
話	

小
樽
別
院
輪
番	

芝
原
　
文
雄

　

お
釈
迦
様
は
四
苦
を
お
説
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
四
苦
と
は

「
生
・
老
・
病
・
死
」で
す
。
な
ぜ
誕
生
が
苦
し
み
な
の
で
し
ょ
う
か
。

法
要
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
親
鸞
聖
人
の
お
誕
生
を
お
祝
い
し
つ

つ
、
こ
の
問
題
に
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

五
月
十
二
日（
土
） 

午
後
一
時
よ
り

【
菊
灯
】

　

仏
の
智
慧
を
あ
ら
わ
す
御
影
の
横
に
あ
る
灯

明
台
で
す
。

　

小
樽
別
院
本
堂
に
は
御
影
が
４
か
所
あ
り
ま

す
が
、
親
鸞
聖
人
の
御
影
を
除
い
た
３
カ
所

（
前
々
門
主
・
聖
徳
太
子
・
七
高
僧
）に
菊
灯
を

置
い
て
い
ま
す
。

場
　
所

仏
具
紹
介 本

願
寺
小
樽
別
院 

本
堂

汚
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

約
2
時
間
で
終
了
し
ま
す
。

※
宗
祖
降
誕
会
は
五
月
二
十
日（
日
）で
す
。

お
み
が
き

宗
祖
降
誕
会
に
向
け
て

今年も多くの催しを行います。

抹茶接待

初参式

念珠作製

双葉演奏



	 平成 30年 5月 30日（水）
	 ( お一人さま ) 21,000円
　	 ※宿泊先は定員（4名 1室）となります

	 45 名様

	 平成30年5月10日（木）
	
	 同行いたします
	 小樽別院 0134-22-0744
	 担当者　岡﨑　村田まで

出発日

第一ホテル（十勝川温泉）

旅行代金

募集人員

申込締切日

バスガイド
お問い合わせ

※但し、定員になり次第締め切ります

2018年（平成30年）4月（3）

海

御

道

寺

開

院

北

教

五
月
三
十
日
（
水
）
～
五
月
三
十
一
日
（
木
）

　

2
年
間
の
お
休
み
を
経
て
、
道
内
団

体
参
拝
が
再
開
さ
れ
ま
す
。
去
年
、

一
昨
年
は
第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯

奉
告
法
要
で
京
都
本
山
へ
参
拝
で
し

た
の
で
、
道
内
の
団
体
参
拝
は
中
断
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
帯
広
別
院

へ
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
く
道
東
へ
の
旅
、

１
泊
2
日
で
す
。

　

今
回
は
名
称
も
新
た
に
「
北
海
道
開

教
御
寺
院
法
悦
の
旅
」
と
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
気
候
も
暖
か

く
な
る
頃
、
今
ま
で
参
加
し
て
い
た
方

も
、
新
た
に
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
う

人
も
、
ぜ
ひ
道
東
の
旅
を
ご
一
緒
に
味

わ
い
ま
し
ょ
う
。

　

少
人
数
の
旅
も
い
い
で
す
が
、
大
人

数
の
旅
も
い
い
も
の
で
す
よ
。

5 月 30日水
	 7:45　小樽別院出発	 9:10　キリンビール園・千歳工場
	 （ 工場見学 (9:30 ～ 10:50)　昼食 (11:10 ～ 12:10) ）	

	 12:45　千正寺様参拝
	 16:30　十勝川温泉・第一ホテル到着

5 月 31日木
	 6:00 ～ 7:30　帯広別院晨朝参拝	 9:00　十勝川温泉・第一ホテル出発
	 9:45　とかちむら ･お買い物	 10:50　帯広別院様参拝
	 12:20　紫竹ガーデン（ 昼食 (12:30 ～ 13:10)　散策 (13:10 ～ 13:40) ）	
	 	 17:30　小樽別院到着

（千歳 IC～帯広音更 IC）

（帯広音更 IC～小樽 IC）

朝×　昼〇　夕〇

食　事

朝〇　昼〇　夕×

食　事

悦

の

旅

法
第4回

多
く
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
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常
例
布
教

期
間
中
、
全
国
各
地
か
ら
来
院
さ
れ
る
布
教
使
の
方
よ
り
、
浄
土
真
宗
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
仏
さ
ま
の
お
話
を
、
ご
聴
聞
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

※
布
教
使
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
所
：
小
樽
別
院
内

時
間
：
14
時
～
15
時
半

会員募集中仏教婦人会
　場所／別院ホール	 日時／毎月 7日 13:00　15日 11:00

仏教壮年会
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 6日　18:00 ～ 19:00

� 担当者：岡﨑・森

彰心会
　場所／若竹説教所	 日時／毎月 7日　18:30 ～
�
　

無量講
　場所／別院ホール	 日時／毎月 9日　18:00 ～

日曜仏教講座
　場所／ 3階会議室	 日時／第 3日曜日　9:30 ～ 10:30
　配布テキストにて進行
� 担当者：櫻井

仏教がやがや会
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 15日　19:00 ～ 20:30
　布教使の方よりご法話を聞かせていただきます

樹心会唯信講
　場所／奥沢説教所	 日時／毎月 10日　正午

　

法友会
　場所／新光説教所	 日時／毎月 13日　18:00 ～

� 担当者：森

十九日講
　場所／別院ホール	 日時／毎月 19日　11:30 ～ 13:30
　法話を聞いて一緒にお昼ご飯をいただきます
� 担当者：森

おつとめ教室
　場所／ 3階会議室	 日時／毎月 1~2回 火曜日 14:00 ～ 15:30
　おつとめミニ知識満載です
� 担当者：磯村

お茶サークル
　場所／浄縁塔お茶室	 日時／毎月第 1・3月曜日 10:00 ～ 15:00
　お越しの方には、お抹茶を振る舞います
　

7
〜
11
日

13
〜
16
日

夏
木 

一
丸 

師

滋
賀
教
区

長
浜
組 

浄
願
寺

渡
辺 
雅
俊 

師

北
海
道
教
区

空
知
北
組 

法
忍
寺

4月

7
〜
11
日

13
〜
16
日

足
利 

礼
子 
師

四
州
教
区

宇
和
島
組 

圓
立
寺

辰
田 

真
弥 

師

北
海
道
教
区

空
知
南
組 

報
恩
寺

5月

7
〜
11
日

13
〜
16
日

片
山 

英
道 

師

四
州
教
区

飯
山
南
組 

源
正
寺

恒
松 

見
照 

師

熊
本
教
区

球
磨
組 

聚
教
寺

6月

7
〜
11
日

13
〜
16
日

吉
川 

　
恭 

師

山
陰
教
区

千
須
賀
組 

永
照
寺

松
岡 

満
雄 

師

東
京
教
区

群
馬
組 

蓮
照
寺

7月

担当が変わりました。� 担当者：西村・中村

担当が変わりました。� 担当者：岡﨑・中村

担当が変わりました。� 担当者：西村

担当が変わりました。� 担当者：西村・中村

担当が変わりました。	 � 担当者：西村・中村

担当が変わりました。	 � 担当者：村田
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　『
法
要
参
拝
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』
開

催
中
で
す
。
全
十
四
座
の
法
要
に
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙
を
持
参
い
た
だ
く
と

ス
タ
ン
プ
を
押
印
い
た
し
ま
す
。
十
月

十
六
日
の
親
鸞
聖
人
報
恩
講
の
後
に
個

数
に
応
じ
て
景
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
降
誕
会
か
ら
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

始
め
て
も
十
座
あ
り
ま
す
よ
！
台

紙
は
別
院
寺
務
所
に
て
発
行
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
寺
務
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

毎
月
第
三
日
曜
日 

9
時
30
分
よ
り　

※
5
月
・
10
月
は
小
樽
別
院
法
要
の
為
休
講

浄
土
真
宗
の
仏
道
は「
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

」に
極
ま
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
何
を
聞
く
の
か
と
い
う
の
は
阿

弥
陀
さ
ま
の
願
い（
本
願
）を
聞
き
、
疑
い
の
心
が

な
く
な
る
こ
と
を「
聴
聞
」と
言
い
ま
す
。
そ
こ
で

日
曜
講
座
で
は
、
わ
か
り
や
す
く
仏
教
の
み
教

え
を
聞
き
学
ぶ
講
座
と
し
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス

ト
も
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、
だ
れ
で
も
が
親

し
み
や
す
い
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は「
三
帖
和
讃
」（
現
代
語
訳
）「
本
願
寺
出

版
社
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。

親
鸞
聖
人
の
教
え
の
原
点
は「
教
行
信
証
」と「
ご

和
讃
」だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は　

聖

人
晩
年
に
執
筆
さ
れ
た
ご
和
讃（
三
帖=

浄
土
・

高
僧
・
正
像
末
和
讃
）を
通
し
て
浄
土
真
宗
の
み

教
え
を
共
に
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

場
　
所

日
曜
仏
教
講
座
と
は

小
樽
別
院
会
館
３
階
会
議
室

講
座
開
始　

1
9
9
8（
昭
和
63
）年
4
月
～
現
在

法
要
参
拝

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

始
め
ま
し
た
！

晨
じ ん

朝
ぢ ょ う

百日参拝はじまります。
期　間　平成30年5月1日（火）から8月8日（水）	
時　間　午前6時30分～　正信偈をお勤めいたします。
	 ※7時 15分頃には終わります

　「1日のたしなみには朝つとめにかかさじとたしなむべし」

（蓮如上人御一代記聞書）

　命の尊さ、ありがたさを 1日の始まりでもある早朝に阿弥陀

如来様をご縁に考えさせていただきましょう。期間中は気候も

穏やかですので、ぜひ小樽別院本堂へご参拝ください。

　ちなみに皆勤賞・精勤賞を設けています。（皆勤賞：100 日間

中 9割　精勤賞：100 日間中 8割）賞品は職員が毎年悩みなが

ら選んでいます。ご期待ください。

　奥沢説教所、新光説教所でも変則日程で晨朝百日参拝を行っ

ています。お近くの方は、説教所へご参拝ください。

特 集

台紙（表）

台紙（裏）

お
知
ら
せ

日
曜
仏
教
講
座



言行録や手紙を通して浮かび上がる、
親鸞聖人の肉声
　親鸞聖人の言行録や手紙、その妻恵信尼公が残した手紙からは、
人生に苦悩する等身大の人間像が見えてくる。その言葉とどのよう
に出遇い、そこからどのように生きるのか。宗教学者・釈徹宗と弁
護士・大平光代が『歎異抄』や「御消息」の内実に迫って語り合う
一冊。ここに時代を超えて人々の心を揺さぶる、本物の言葉の息遣
いが聞こえてくる。若者たちを交え、『歎異抄』から現代社会の悩み
を掘り下げる討論会も収録。

　仏教の開祖である「お釈迦さん」の時代や生涯の物
語を紹介されています。本展では、さまざまな時代・
地域で制作された経典や、美術品などを展示です。
　京都に向かわれる際には、お立ち寄りください。

龍谷ミュージアムのご案内 新刊紹介

「お釈迦さんワールド」

京都

入館料 当日　一般　1,200 円
　　　高大生　800円
　　　小中生　400円

開 催
期 間
4月21日
～6月17日

開 館
時 間

10：00～17：00
※入館は16：30まで

休館日：月曜日
	 （ただし4月30日は開館）

住所：京都市下京区堀川通正面下る　TEL：075-351-2500

「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者:西村までご連絡ください。広告募集

0120-27-18019

小樽市稲穂３-２-１０
（当社向い 中央バス中央通りバス停そば）
Tel ０１３４-２２-１８０１

（携帯電話等からもご利用戴けます。）

安心と信頼 全葬連 if 共済会『if ネット北海道』真心をモットー株式会社 日本旅行北海道
小樽支店〒047-0032　

小樽市稲穂2-22-4 樽石ビル1F
TEL 0134-33-4455  FAX 0134-33-4465
お得な旅情報　http://www.nta.co.jp/hokkaido/

営業時間　
平日10：00〜17：30

（土・日・祝日：休業）
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歎た

ん

異に

抄
し
ょ
う

は
じ
め
ま
し
た

親
鸞
聖
人
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

　北海道小樽は雪の中。前日の悪天候にもかかわらず今年も聖典講読会の公開講座、無事開催させ
ていただきました。年々僧侶の方の参加が増え、今年は70数名のご参加のうち気づけばおよそ三分
の一は僧侶。遠くは函館や北見からもご参加いただきました。「ただ念仏のみぞまこと」親鸞聖人の思
いの丈が詰まった歎異抄（弟子の唯円著）からの講題。親鸞聖人の仰せを紐解く2時間でありました。
　難しく考え難しく説明しがちな言葉を易しく。簡単に読んでわかったつもりの言葉を丁寧に。天岸
先生の一言一言が今年もビシビシ響く、刺さる、揺さぶる、頷き、笑ってしまう。前述のとおり僧侶
の参加者が多いのもそうですが、小樽別院はじめ色んなお寺からお参りのお檀家さん、誰も「難しく
てわかりません」と置いていかない、引き込む引き込む。引き込まれる。自分自身の経験が価値観をうむ。それが判断材料となっ
ている、その私の価値観が阿弥陀さまのお慈悲をお浄土をまことと聞かせてもらうことができているのか？こういうものだと疑
いもせずに聞いてきたご法話。自分の都合や価値観で聞いていないか？ただ念仏のみぞまこと、本当は自分がまことだと勘違い
していないか？と、こんな書き方しかできない筆力のなさをお許しください。そして今年も遠路はるばる天岸先生にはお越しい
ただき本当にありがとうございました。
　通常の聖典講読会は毎月一回最終日曜あたりに開講しております。
　歎異抄も大詰め。5～6月からは次の聖典に手を伸ばす予定です。一緒に丁寧に読んでいけば、一冊の聖典を通してみんなが
共有できることがあるのです。あるいは自分自身が変わっていけるものに出会えたりするのです。時に頷き、時に唸るように一
緒に聖典を読んでいきませんか？�  お尋ねは小樽別院：森まで

聖典講読会公開講座
～ただ念仏のみぞまこと～ 2月18日（日）小樽別院にて

釈徹宗・
大平光代著

四六判／ 208頁 本体 1,400 円 +税

4 月 10日　発刊

釈 徹宗（しゃく　てっしゅう）

　61年、大阪府生まれ。相愛大学人文学部教授。
専門は宗教学、比較宗教思想。浄土真宗本願寺
派如来寺住職。NPO法人「リライフ」代表。

大平 光代（おおひら　みつよ）

　1965 年、兵庫県生まれ。弁護士。中学時
代のいじめを苦に非行に走るが、猛勉強の末、
29歳で司法試験に一発合格。波乱の半生を
描いた『だから、あなたも生きぬいて』（講談
社）はベストセラーに。元大阪市助役。この間、
中央仏教大学通信教育部で仏教を学ぶ。
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1
、 

登
録
代
表
者
に
つ
い
て

小
樽
別
院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
代
表
者
の
方
の
連
絡
先
が

不
明
に
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
左
記
の
場
合
に
は
必
要
書
類
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ご
提

出
い
た
だ
き
ま
す
。

1 

登
録
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
の
転
居

2 

登
録
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
が
変
更

※�

ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
書
・
戸
籍
謄
本
・
ご
本
人
の

署
名
が
必
要
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2
、
仏
事
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
お
納
骨
や
ご
法
事
を
さ
れ
る
場
合
は
左
記
に
事
前
に
ご

連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

1 

日
時
　
※�

お
盆
・
お
彼
岸
等
別
院
行
事
の
あ
る
場
合

は
、
ご
希
望
の
日
時
で
承
れ
な
い
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
。

2 

場
所
　
※�

別
院
内
を
ご
利
用
の
場
合
は
お
部
屋
代

一
万
円
別
途
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
以
上
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
電
話
に
て
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

	 4/  1 ㈰	～	 4/30 ㈪ 輪番
	 5/  1 ㈫	～	 5/15 ㈫ 村田
	 5/16 ㈬	～	 5/31 ㈭ 西村
	 6/  1 ㈮	～	 6/15 ㈮ 森
	 6/16 ㈯	～	 6/30 ㈯ 中村
	 7/  1 ㈰	～	 7/15 ㈰ 岡㟢
	 7/16 ㈪	～	 7/31 ㈫ 磯村

●テレホン法話担当表

別
院
門
徒
物
故
者

 

（
平
成
三
十
年
二
月
末
現
在
）

松
樹
　
　
博

住
友
　
德
治

田
邉
ヒ
ロ
子

横
本
　
　
亘

岸
　
　
秋
夫

金
沢
ト
モ
エ

岡
本
　
ス
ゞ

西
森
惠
美
子

西
田
　
正
信

八
ツ
井
岩
雄

猪
田
　
昭
司

渡
邊
　
洋
子

森
　
　
　
滋

田
中
さ
き
代

赤
松
　
茂
樹

碓
井
　
定
義

笹
川
セ
イ
子

佐
野
　
和
雄

岩
崎
　
司
朗

花
野
　
愛
子

米
田
　
初
江

田
島
　
幸
子

宇
野
　
鍈
一

髙
嶋
　
博
幸

日
和
　
　
榮

森
　
　
幸
一

栗
林
　
　
務

渡
邉
フ
ミ
エ

加
藤
　
麗
子

星
野
　
ツ
ヤ

佐
々
木
　
茂

（
敬
称
略
）

通
夜･

葬
儀
の

御
案
内

　

小
樽
別
院
会
館
ホ
ー

ル
に
て
通
夜
・
葬
儀
会
場

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

亡
き
方
が
く
だ
さ
っ
た

大
切
な
ご
縁
を
ぜ
ひ
菩

提
寺
に
て
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
寺
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（写真は会館ホール）（写真は浄縁塔仏間）

▶
小
会
場
も
ご
ざ
い
ま
す

　
〈
20
名
程
度
〉

編
集
後
記

　普段は編集の為、原稿を担当させていただくのも春以来となります。
私としては、この春で小樽に来て一年が経ちました。この原稿を書いて
いる今も、至る所に雪が積もっていて、雪解けが来る事もにわかに信じ
難いと感じています。
　外国の事のようにも感じていた雪国での生活にはじまり、今の別院だ
よりの編集に携わらせていただいていることも全てご縁あってのこと
と感じています。本年度も何卒宜しくお願いします。(中村)

門徒委員 
平田　晴己
竹澤　知恭
福川ヨシ子

別院担当者
西村　玄介
中村　公彦

編
集
委
員

小樽市若松1丁目4番17号 

☎0134−22−0744
� 0134−29−4080

本願寺小樽別院連
絡
先

FAX

小樽別院よりのお願いとお知らせ 職員転勤のお知らせ
　

こ
の
度
、
四
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て
二
十
年

に
亘
り
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
本
願
寺
小

樽
別
院
を
離
れ
、
四
州
教
区
教
務
所
・
本
願
寺
塩

屋
別
院
に
転
勤
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
在
職

中
は
、
公
私
に
わ
た
り
ご
厚
情
を
賜
り
誠
に
有
り

難
く
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
新
し
い
任
地
に

お
き
ま
し
て
も
、
ご
法
義
繁
盛
の
た
め
微
力
を
尽

く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
相
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
教
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
、
転
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

合
掌

　

な
お
、
後
任
の
副
輪
番
は
岡
﨑
参
勤
が
あ
た
り
ま
す
。

西
川
　
達
恵

四
州
教
区
教
務
所
賛
事
・

本
願
寺
塩
屋
別
院
　
副
輪
番

小樽別院
四角形



～まこと（いのち）の保育を行っています～

小樽幼稚園

ぜひ幼稚園に遊びに来てください。

見学随時受付中

0134-22-6536
0134-22-6537

「小樽市子ども・子育て支援事業計画」
に則り、運営します。

保育料は、市民税納税額によって

小樽市が決定し、認定証が発行されます。

入園料は、無料です。

毎週火曜日 10時～12時

満2歳～就園未満の児童
対象者

4月17日（月）よりスタート

小樽幼稚園は平成27年度より
「子ども・子育て支援新制度」に
移行しました。

プレ保育 募集中

卒
園

めで
とう
お

http://otaru-youchien.com/ホームページアドレス　
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発
行
者
　
本
　
願
　
寺
　
小
　
樽
　
別
　
院


